
 

・木工、革工、布工作業に見通しをもち、主体的に取り組んでいく。 

・安全に配慮して、工具や道具を適切に扱うことができる。 

・製品の質が一定に保たれるように自助具等を用い、力加減を意識して丁寧に

取り組む。 

・作業→報告→準備のサイクルを継続してくことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・切断    ・やすりがけ

・染色、塗装 ・組み立て、接着 

・仕上げ加工 ・アイロン   

・ミシン   ・ラッピング 

                   
なべしき、コースター、バターナイフ、 

積み木、キーホルダー、ストラップ、 

はんこケース、香り袋、ポーチなど 

 

 

 


